








要約:神奈川県における乳幼児の突然死、特に乳幼児突然死症候群の実態を明らかにするた

めに、平成 2年度に引続き平成 3年 1月から 12月末までの 1年間のアンケート調査を実施

した。アンケート調査の回収率は 54.8%であり、2次アンケートの結果突然死症例 38 名の

回答を得た。 

このうち広義の SIDSは 25 名(狭義の SIDS20 名)であり、出生 1000 に対する本症の発生頻

度は 0.31(狭義の SIDSO.25)であった。本症の発症に性差はなく、発症年齢は 2ヶ月にピー

クがあり 6 ケ月以内に 80%が発症していた。発症時期は 3 月が最多であったが、季節性は

認めなかった。発症場所は自宅が76%と圧倒的に多かった。発症時刻は午前 11 時が最多で

あったが、一定の傾向はなかった。発症状況は睡眠中が 80%と圧倒的に多く、睡眠場所は

ベッドが多く、体位はうつ伏せ、仰向けともほぼ同数であり、一人寝が多かった。 

2 年間にわたる疫学調査の結果、神奈川県における SIDS の発生頻度は出生 1000 に対して

0.3 前後であることが判明し、本症が小児医療における重要な疾患であることが再認識さ

れた。 


